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岩
手
県
学
童
保
育
連
絡
協
議
会

全国学童保育研修会 in 岩手のオリジナルＴシャツを着た事務
局スタッフ（写真中央が千田広幸会長）

県
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
の
特
色
は

　

少
子
化
で
就
学
児
童
数
が
減
少
す
る

中
で
も
学
童
保
育
を
利
用
す
る
子
ど
も

は
増
加
し
て
お
り
、
各
ク
ラ
ブ
（
学
童
保

育
）
と
も
地
域
で
待
機
児
童
を
出
さ
な

い
た
め
に
様
々
な
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

岩
手
県
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
（
以

下
、
協
議
会
）
は
１
９
６
９
年
に
父
母

会
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
ま
し
た
。

県
内
に
は
現
在
、
合
わ
せ
て
３
０
６
ク

ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
運
営
主
体

は
幼
稚
園
や
保
育
園
を
運
営
す
る
社
会

福
祉
法
人
、公
設
民
営
な
ど
様
々
で
す
。

う
ち
当
協
議
会
の
会
員
ク
ラ
ブ
は
76
ク

ラ
ブ
（
登
録
児
童
数
は
約
３
千
３
０
０

人
、
２
千
７
５
６
世
帯
）
と
、
全
体
の

約
４
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
の
会
員
は
父
母
会
や
学
童
保

育
に
関
心
の
あ
る
団
体
や
個
人
だ
け
に

｢
み
ん
な
地
域
の
子
ど
も｣

と
い
う
意

識
の
強
い
方
々
で
す
。
保
育
施
設
や
保

育
内
容
の
改
善
、
指
導
員
の
労
働
条
件

改
善
に
も
積
極
的
で
す
。

　

し
か
し
、
小
規
模
な
地
域
で
は
学
童

保
育
活
動
の
認
知
度
が
低
く
、
活
動
強

化
が
必
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
イ
ン
と
な
る
活
動
は
保
護
者
と
指

導
員
が
連
携
し
、
研
究
を
進
め
る
「
県

学
童
保
育
研
究
集
会
」、
新
指
導
員
の

た
め
の
「
新
指
導
員
学
校
」、「
県
指
導

員
学
校
・
合
宿
研
修
」
の
３
つ
の
研
修

会
の
開
催
で
す
。

　

一
方
、
震
災
支
援
で
は
全
国
の
学
童

保
育
の
仲
間
か
ら
約
１
，
５
０
０
万
円

の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、
被
災
の
大
き

か
っ
た
学
童
保
育
所
の
運
営
費
や
臨
床

心
理
士
の
派
遣
費
用
に
活
用
さ
れ
、
他

県
か
ら
延
べ
１
０
０
名
の
職
員
が
支
援

に
携
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
沿
岸
部
で

研
修
会
を
開
催
し
な
が
ら
、
震
災
後
、

保
育
環
境
が
一
変
し
た
陸
前
高
田
市
と

大
船
渡
市
に
合
わ
せ
て
３
か
所
の
学
童

保
育
所
の
新
設
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
の
新
た
な
成
長
戦
略
に
学
童
保
育

の
拡
充
が
盛
り
込
ま
れ
、成
立
し
た｢

子

育
て
３
法｣

で
法
的
基
準
を
作
る
こ
と

や
対
象
学
年
の
拡
大
が
決
ま
り
、
ま
た

指
導
員
の
処
遇
改
善
の
検
討
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。
来
年
度
の
施
行
を
前
に

各
市
町
村
条
例
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
よ
り
良
い
条
例
に
な
る
よ
う
働
き

か
け
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

東
北
初
の
全
国
研
究
集
会
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
が

　

｢

大
き
く
お
が
れ
！
や
さ
し
く
お
が

れ
！
学
童
保
育｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第

49
回｢

全
国
学
童
保
育
研
究
集
会
in
岩

手｣

（
10
月
11
日
～
12
日
）
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

11
日
の
全
体
集
会
（
花
巻
市
総
合
体

育
館
）
で
は
、
県
内
の
“
学
童
っ
子
”

約
４
０
０
名
が
さ
ん
さ
踊
り
な
ど
で
歓

迎
し
、
そ
の
後
、
家
庭
・
学
校
教
育
の

現
場
と
手
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
教
育
相
談

活
動
に
あ
た
る
庄
井
良
信
氏
（
北
海
道

教
育
大
学
大
学
院
教
授
）
の
講
演｢

い

の
ち
を
ケ
ア
し
、
育
む
と
言
う
こ
と
～

学
童
保
育
が
つ
む
ぐ
未
来
へ
の
希
望
～｣

を
開
催
し
ま
す
。

　

２
日
目
は
岩
手
大
学
を
会
場
に｢

今

日
の
子
育
て
と
学
童
保
育
の
役
割｣

｢

父
母
会
の
役
割
と
活
動｣

｢

保
護
者
が

運
営
す
る
学
童
保
育
の
課
題｣

な
ど
、

約
50
の
分
科
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　

専
門
分
科
会
は｢

発
達
障
が
い
児
の

理
解
と
支
援｣

｢

国
の
新
し
い
子
育
て

施
策
拡
充
の
課
題｣

な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

全
国
の
先
進
的
な
取
組
み
、
実
践
、
運

営
を
学
び
合
え
る
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
す
。
さ
ら
に｢

東
日
本
大
震
災
と

学
童
保
育｣

で
は
、
バ
ス
で
沿
岸
地
域

を
訪
問
す
る
移
動
分
科
会
も
実
施
し
ま

す
。

　

東
北
で
は
初
の
全
国
集
会
で
、
県
内

か
ら
約
２
千
５
０
０
名
、
県
外
か
ら

２
千
名
の
参
加
者
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

子
ど
も
子
育
て
新
制
度
に
よ
り
、
学

童
保
育
の
制
度
が
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
の
全
国
集
会

だ
け
に
、
主
催
側
（
全
国
学
童
保
育
連

絡
協
議
会
・
岩
手
県
学
童
保
育
連
絡
協

議
会
）
と
し
て
、
各
地
域
の
条
例
や
設

置
基
準
作
成
を
見
据
え
て
、
県
内
す
べ

て
の
市
町
村
に
後
援
依
頼
や
協
力
要
請

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

市
町
村
の
施
策
や
条
例
づ
く
り
を
動

か
す
大
き
な
力
、
学
童
保
育
を
良
く
す

る
力
と
な
る
全
国
集
会
に
し
た
い
と
意

気
込
ん
で
い
ま
す
。

東
北
初
の｢

全
国
学
童
保
育
研
究
集
会
in
岩
手｣

開
催

全
国
研
in
岩
手
実
行
委
員
会
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
ロ
ゴ｢

わ
ん
こ
か
っ
ぱ｣

（
９

種
類
の
ロ
ゴ
バ
ッ
チ
を
作
成
し
ま
し

た
）

巣
子
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
第
一（
滝
沢

市
）
の
よ
う
す

大
き
く
お
が
れ
！
や
さ
し
く
お
が
れ
！

学
童
保
育
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